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ご使用の前に、この取扱説明書をよく読んで、十分
ご理解の上、正しくお使いください。

この取扱説明書は、本機を使用される方がいつでも
すぐに読める場所に大切に保管してください。
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本機は、運転中に内部が高温・高圧になる製品です。誤った設置や使い方をされますと、操作
者や周囲の人々が死亡、または重傷を負ったり、器具等に重大な損傷を与える恐れがあります。
この取扱説明書をよく読んで、十分にご理解のうえご使用ください。

この取扱説明書では、製品を安全にお使いいただくために絵表示をしています。
人身事故および器物などの損害の程度によって「警告」と「注意」に区分しています。

 1. 安全にお使いいただくために

 1-1. 安全表示の説明

＜図記号について＞

誤った使い方をした場合、人が死亡、または重傷を負う可能性が 
想定されることを示しています。

誤った使い方をした場合、人が損傷を負う可能性や、物的損害が
発生する可能性が想定されることを示しています。

禁止（してはいけないこと）を示しています。
具体的な内容は、図記号の近くに絵や文章で指示します。

強制（必ずすること）を示しています。
具体的な内容は、図記号の近くに絵や文章で指示します。

警告

注意
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警告

本機および部品等を改造しない。

重大な事故、または故障の原因になり危険です。

当社指定品以外の部品は使用しない。

重大な事故、または故障の原因になり危険です。

本機内部に異物を入れない。

通気孔などから金属類や燃えやすいもの、または
水等が入ると、漏電や火災、故障の原因になり危
険です。

外装パネルを開けない。

本機内部に接触すると感電や火傷、火災や故障の
原因になり危険です。

重量物の下に電源コードをはさまない。

発火による火災、漏電や誤作動の原因になります。

濡れた手で電源プラグに触らない。

電源の接続を濡れた手で行なうと感電の原因にな
り危険です。

長期間使用しない時は電源プラグをコン
セントから抜いておく。

絶縁劣化により感電や漏電、火災の原因になるこ
とがあります。電源プラグの無い機種は、電源コ
ードを接続したブレーカーを切ってください。

引火性・腐食ガス等の化学薬品の保管場
所には設置しない。

火災の発生、電装品の腐食による漏電や感電の原
因になります。

ホコリや湿気の多い場所に設置しない。

電気部品のショート、発火の原因になります。

流し台や水道のそばなど、水のかかりや
すい場所に設置しない。
漏電や感電の原因になります。

コンクリートの床など、丈夫で水平な場
所に設置する。

本機転倒による人的損傷や物的破損の原因になり
ます。

指定の電源に単独で接続する。

発火による火災、漏電や誤作動の原因になります。

 1-2. 警告・注意

電源コードやプラグが傷んだり、コンセ
ントの差し込みがゆるい時は使用しない。

発火による火災、漏電や誤作動の原因になります。

コードを持って電源プラグを抜かない。

コードの被覆が破損すると、火災、焼損の原因に
なり危険です。
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必ず保護接地の接続を行なう。

爆発や感電、故障の原因になり危険です。

ガス管や水道管などを保護接地として使
用しない。

爆発や感電、故障の原因になり危険です。

濡れた手で電源スイッチに触らない。

感電の原因になり危険です。

警告

圧力が０MPa になるまでは、本体ドア
を開けない。

圧力の残っている時に本体ドアを開けると、被滅
菌物や蒸気が吹き出し、死亡や重傷事故の原因に
なります。

本体ドアを開けるときは、缶体内からの
蒸気に十分注意する。

缶体内から立ち上がる蒸気は非常に高温であるた
め、火傷や負傷の原因になります。

圧力計に異常がある場合には使用を中止
する。

缶体内の異常を確認できず、大変危険です。販売
店又は当社事業所にご連絡ください。

排気ホースを折り曲げない。

排気がスムーズに行われないと圧力の異常上昇が
起き、部品の損傷、飛散による火傷や負傷、重傷
事故の原因になります。

引火性、爆発性のものをいれて使用し
ない。

火災や爆発の原因になります。

密閉されたものを滅菌しない。

取り出す際に破裂し、火傷や重傷事故の原因にな
ります。また、缶体内圧力が異常上昇することが
あり、部品の損傷、飛散による火傷や重傷事故の
原因になります。

ヒビやキズのあるガラス器具を滅菌し
ない。

取り出す際に破裂し、火傷や重傷事故の原因にな
ります。

被滅菌物で缶体内の穴をふさがない。

滅菌バックなど被滅菌物で排気穴がふさがると、
缶体内の圧力を制御できなくなり、缶体破裂等の
重大事故を引き起こす原因となります。被滅菌物
は付属のカゴ等に確実に収納し、排気穴周辺を覆
わないように注意してください。

缶体フタパッキンを交換したら、必ず試
運転をする。

適切に缶体フタパッキンが取りつけられていな
いと蒸気漏れによる火傷の原因となります。

電源コードを延長しない。

発火による火災、漏電や誤作動の原因になります。

腐食性のものをいれて使用しない。
ステンレス製の缶体が腐食すると圧力上昇中の破
裂による死亡や重傷事故の原因になります。
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警告

本機または本機の部品を返却、修理依頼
する際、以下の 1, 2 にあてはまるとき
は、機械・部品を非汚染の状態にする。

1：本機および部品の一部でも、感染性のある危
険な物質や放射性物質にさらされたとき。

2：本機および部品の一部でも、血液その他化学
薬品が何らかの形でたまり、人体に危険と判
断されるとき。

保守点検作業は、本機の電源プラグを電
源コンセントから抜いて行なう。

感電の原因になり危険です。電源プラグの無い
機種は、電源コードを接続したブレーカーを切っ
てください。

缶体や缶体フタ、ヒンジ、ヒンジシャフ
ト、止め輪、ドアフック、ドアフック受
けに腐食や傷、変形や緩みがある場合は、
使用をやめる。

圧力上昇中の破裂による死亡や重傷事故の原因に
なります。異常が見られた場合は、販売店又は当
社事業所にご連絡ください。

缶体フタパッキンに亀裂やひび割れ、変
形等の損傷がある場合、使用をやめる。

蒸気漏れによる火傷の原因になります。異常が見
られた場合は、販売店又は当社事業所にご連絡く
ださい。

運転中に安全弁周辺をふさがない。

安全弁穴がふさがると、缶体内の圧力を制御でき
なくなり、缶体破裂等の重大事故を引き起こす原
因となります。

定期的に電源プラグを抜き、点検を行
なう。

火災、焼損の原因になり危険です。

運転中に圧力計の指針が赤線部を指した
ら直ちに運転を中止する。

部品の損傷、飛散による火傷や重傷事故の恐れが
あり危険です。すぐに運転を中止し、販売店又は
当社事業所にご連絡ください。

高温の液体は突然沸騰することがあるの
で注意する。

液体は缶体内の温度よりも冷めるのが遅く、衝撃
などをきっかけに突沸することがあります。不用
意に取り扱うと火傷や思わぬ事故の原因になり
ます。

缶体内や滅菌用水を汚れたまま放置し
ない。

放置しておくと、缶体の腐食・損傷の原因になり
ます。また、水位センサー誤動作の要因となり、
空焚き防止機能を低下させ、同時に空焚きの際の
発火の原因となります。

圧力が０MPa になるまでは、排水コッ
クを開けない。

圧力の残っている時に排水コックを開けると、高
温の滅菌用水が吹き出し、死亡や重傷事故の原因
になります。

本機または本機の部品を廃棄・譲渡する
際、以下の 1, 2 にあてはまるときは、
機械・部品を非汚染の状態にする。

1：本機および部品の一部でも、感染性のある危
険な物質や放射性物質にさらされたとき。

2：本機および部品の一部でも、血液その他化学
薬品が何らかの形でたまり、人体に危険と判
断されるとき。
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運転中は蒸気排出口周辺からの蒸気に注
意する。

高温による火傷の原因になります。

注意

排水は滅菌用水が十分冷めてから行
なう。

運転直後の滅菌用水は高温の為、火傷の原因とな
ります。

保守点検作業は缶体内温度が十分下がっ
てから行なう。

高温による火傷の原因になります。

天板の上に手を置かない。

缶体フタに挟まれ、負傷する原因となります。

運転中は安全弁周辺からの蒸気に注意
する。

高温による火傷の原因になります。
パッキン押えバネバンドの取り扱いに注
意する。

バネの弾力によりおもわぬけがを負うことがあり
ます。周囲に人がいないことを確かめたうえ、取
り扱いには十分注意してください。
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 2. 本機について

 2-1. 作動原理

高圧蒸気滅菌器は大気圧を超える圧力のもとに飽和蒸気滅菌する装置です。

運転を始めると、缶体内下部のヒーターで缶体内の滅菌用水を加熱し、蒸気を発生させます。
加熱により発生した蒸気は缶体内の空気を押し出し、缶体内を温めます。缶体内温度センサー
が所定温度まで上昇すると、所定時間、温度を維持します。この動作で缶体内の残留空気を排
除します。所定時間が経過すると、弁を閉じ、加熱を行ないます。
温度センサーが設定温度に達するとタイマーが作動し、温度を一定に保ちます。設定された滅
菌時間が経過すると、ヒーターを止めます。この期間で被滅菌物に与えた温度、湿度、時間の
三要素によって滅菌作用は決まります。
缶体内の温度が下がると弁を開き、缶体内を大気圧に戻します。温度センサーが60℃になると、
全工程が完了となり、ブザーと表示灯で報知します。
装置に異常が発生すると、より安全な状態に移る動作をするとともに、エラーコードの表示と
ブザーで報知します。
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 2-2. 各部の名称と働き

＜本機＞

①

②

③

④

⑤

⑥

操作パネル
各種の設定等の操作を行ない
ます。

ドア取手
本体ドアを開閉するのに使用し
ます。

圧力計
缶体内圧力を表示します。
＜圧力表示範囲＞
0〜0.4MPa

回収ボトル
缶体内の空気や蒸気を回収する
ボトルです。

ドアロック解除ペダル
本体ドアのロックを解除します。

安全弁
安全弁は異常圧力を減圧させる
装置です。

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

本体ドア
内側の缶体フタと、ドア取手、
操作パネルを含む外装部で構成
されます。
開閉して被滅菌物の出し入れを
行ないます。

電源スイッチ
漏電ブレーカー付の電源スイッ
チです。

クリアケース取り付け穴
取扱説明書を入れるクリアケース
を取り付けるための穴です。

蒸気排出口
回収ボトル内の空気や蒸気を排
出します。

キャスター
本機の移動・固定を容易にする
キャスターです。

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

ヒンジ
本体ドアの蝶番部品です。

止め輪
本体ドアの蝶番部品です。

天板
缶体開口部周辺を覆うステンレス
製の外装です。

ドアフック
本体ドアを固定するのに使用し
ます。

ヒンジシャフト
本体ドアの蝶番部品です。

缶体
圧力容器の本体です。

スノコ
被滅菌物と缶体内下部のヒー
ターの接触を防ぐ底板です。

②ドア取手

⑤ドアロック解除ペダル

⑧電源スイッチ

③圧力計

⑩蒸気排出口

⑪キャスター

④回収ボトル

⑨クリアケース取り付け穴

①操作パネル
⑥安全弁

⑦本体ドア
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⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

ドアフックブーツ
ドアフックと天板の隙間をふさぐカバーです。

ドアフック受け
ドアフックの受け部です。

缶体フタパッキン
圧力容器の気密性を保つためのパッキンです。

ドア開閉センサー
本体ドアの開閉を検出するセンサーです。

缶体フタ
圧力容器のフタです。

安全弁穴
安全弁につながる穴です。安全弁は異常圧力
を減圧させる装置です。

排水口
缶体内の滅菌用水を排出します。

⑲ドアフックブーツ

⑬止め輪

⑱スノコ

⑫ヒンジ

⑭天板 ⑰缶体

⑮ドアフック

⑯ヒンジシャフト

⑳ドアフック受け

㉑缶体フタパッキン

㉒ドア開閉センサー

㉓缶体フタ

㉔安全弁穴

㉕排水口（排水コック）

排水容器（製品に付属はしておりません）

排水ホース

回収ボトル
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＜缶体内部＞

＜配管図＞

● 温度センサー
缶体内の温度を検知するセンサーです。

● 排水孔
缶体内の滅菌用水を排出します。
排水口につながっています。

● ヒーター
滅菌用水を加熱するためのヒーターです。

● 水位センサー
缶体底の滅菌用水の水位を検知する
センサーです。

圧力センサー
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＜操作パネル表示＞

①

②

③

④

⑤

⑥

排気レベル表示部
降温降圧工程の排気レベルを表
示します。点灯数が多いほど排
気弁の開口部が大きくなります。
非点灯時は排気弁を開きません。

冷却ファン表示部
降温降圧工程および降温工程に
缶体を冷却するファンの設定を
表示します。点灯した数のファ
ンが作動します。

被滅菌物温度センサー表示灯
オプションの被滅菌物温度セン
サーを接続した際に使用します。

予約表示灯
予約が選択されている際に点灯
します。

ドア表示灯
ドアが開いているか、ドア開閉
検出システム機能が未確認の際
に点灯します。ドア表示灯が点
灯している時は、運転を開始で
きません。

ボトル表示灯
回収ボトルがはずれている際に
点灯します。ボトル表示灯が点
灯している時は、運転を開始で
きません。

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

低水位表示灯
缶体内の滅菌用水の水位が低い
際に点灯します。低水位表示灯
が点灯している時は運転を開始
できません。

運転中表示灯
運転中に黄色に点灯します。缶
体内の圧力が大気圧よりも高い
時は赤色に点灯します。

温度表示部
準備中は滅菌工程または溶解工
程の設定温度を表示し、運転中
は缶体内温度を表示します。

時間表示部
準備中は滅菌工程または溶解工
程の設定時間を表示します。運
転中は滅菌工程または溶解工程
が終了するまでの残り時間を表
示します。保温中は経過時間を
表示します。

保温／予約表示部
保温工程の設定温度を表示しま
す。予約キーが押された際には
待機時間を表示します。

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

液体滅菌表示灯
液体滅菌コースが選択されてい
る際に点灯します。

滅菌表示灯
滅菌コースが選択されている際
に点灯します。

滅菌 - 保温表示灯
滅菌 - 保温コースが選択されてい
る際に点灯します。

溶解 - 保温表示灯
溶解 - 保温コースが選択されてい
る際に点灯します。

お好みコース表示灯
お好みコースが選択されている
際に点灯します。同時に元となっ
たコース表示灯が点灯します。

ストップ表示灯
ストップキーが押された際に点
灯します。

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分

①

②

③

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰
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＜操作パネルキー＞

A.

B.

C.

D.

E.

排気レベル設定キー
押すことで排気レベル設定値の
変更ができます。液体滅菌選択
時には降温降圧工程中にのみ変
更ができます。

冷却ファン設定キー
押すことで冷却ファン設定の変
更ができます。液体滅菌選択時
には降温降圧工程中に変更がで
きます。

被滅菌物温度センサーキー
オプションの被滅菌物温度セン
サーを接続した際に使用します。

予約キー
押すことで予約の選択と、待機
時間の設定、確認ができます。

機能キー
押すことでドアインターロック
解除温度、保温時間、表示形式
の設定、確認ができます。

F.

G.

H.

I.

J.

温度設定キー
押すことで滅菌工程または溶
解工程の設定温度の変更がで
きます。

時間設定キー
押すことで滅菌工程または溶
解工程の設定時間の変更がで
きます。

保温／予約設定キー
押すことで保温工程の設定温度
の変更ができます。予約キーを
押してから続けて押すことで待
機時間の変更ができます。

確認キー
準備中は確認キーを押すことで
現在の温度を確認できます。
運転中は確認キーを押すことで
設定条件を確認できます。

スタートキー
押すことで運転を開始すること
ができます。

K.

L.

M.

N.

O.

P.

ストップキー
押すことで運転を停止すること
ができます。

液体滅菌キー
準備中に押すことで液体滅菌
コースを選択することができ
ます。

滅菌キー
準備中に押すことで滅菌コース
を選択することができます。

滅菌 - 保温キー
準備中に押すことで滅菌 - 保温
コースを選択することができ
ます。

溶解 - 保温キー
準備中に押すことで溶解 - 保温
コースを選択することができ
ます。

お好みコースキー
準備中に長押しすることで表示
中のコース設定を記憶すること
ができます。
準備中に押すことで記憶した
コースを選択することができ
ます。

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分

A.

B.

C.

D.

E.

F.

I.

G.

H.

J.

K.

L. M. N. O. P.
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＜ワークモニター＞

①

②

③

④

準備表示灯
準備中に点灯します。
点灯中はドアを開けることがで
きます。

昇温工程表示灯
昇温工程を示します。

昇温昇圧工程表示灯
昇温昇圧工程を示します。

滅菌工程表示灯
滅菌工程を示します。

⑤

⑥

⑦

溶解工程表示灯
溶解工程を示します。

降温降圧工程表示灯
降温降圧工程を示します。

保温工程表示灯
保温工程を示します。

⑧

⑨

降温工程表示灯
降温工程を示します。

完了表示灯
運転が完了したことを示します。
缶体内の温度が60℃まで下がる
と点灯します。本体ドアインター
ロック解除温度を変更した場合、
解除温度から60℃になるまでは
点滅します。

滅菌

溶解

完了

保温

準備

準備表示灯

昇温工程表示灯

昇温昇圧工程表示灯

滅菌工程表示灯
溶解工程表示灯

降温降圧工程表示灯

保温工程表示灯

降温工程表示灯

完了表示灯

④

③

②

① ⑨

⑧

⑦

⑥

⑤
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 3-1. 移動と設置の方法

 3. 設置について

引火性・腐食ガス等の化学薬品の保管場所には設置しない。

警告

火災の発生、電装品の腐食による漏電や感電の原因になり
ます。

●

ホコリや湿気の多い場所に設置しない。	

電気部品のショート、発火の原因になります。●

流し台や水道のそばなど、水のかかりやすい場所に設置しない。

漏電や感電の原因になります。●

コンクリートの床など、丈夫で水平な場所に設置する。

本機転倒による人的損傷や物的破損の原因になります。●

① 本機を両手で支えて静かに移動する。

＜移動と設置の方法＞
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④ 取扱説明書を入れるクリアケースを付属の化粧ねじで取り付ける。取り付けるための穴は、
両側面にあります。
※お読みになった取扱説明書はクリアケースに入れて大切に保管してください。 

＜使用環境＞

本機を使用する際には、下記の環境をお守りください。

周囲温度：10～35℃ 
気圧：860～ 1060hPa
相対湿度：30～85％ 
傾斜：2度以内

 

②
 
直射日光の当たらない風通しの良い場所を選び、本体後方は 15cm 以上、左右方向は
5cm以上の隙間を空けて設置する。このとき本体正面と上方向に充分なスペースを取っ
てください。

③ キャスターの下に付属のキャスター止めを置いて設置位置を固定する。

※すべてのキャスターの下に付属のキャスター止めを必ず置いてください。
         キャスター止めを置かないと、ドアロック解除ペダルを踏んでも 本体ドアを開けることができません。    
※付属のキャスター止め以外のものをキャスターの下に置かないでください。
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 3-2. 電源の接続と保護接地 ( アース )

指定の電源に単独で接続する。

警告

発火による火災、漏電や誤作動の原因になります。●

電源コードを延長しない。

発火による火災、漏電や誤作動の原因になります。●

必ず保護接地の接続を行なう。

爆発や感電、故障の原因になり危険です。●

ガス管や水道管などを保護接地として使用しない。

爆発や感電、故障の原因になり危険です。●

電撃に対する保護のため、接地が必要です。接地ができない場合は専門業者に工事をご依頼く
ださい。

◆ LSX-300

本機は接地形2極プラグを採用しています。
下記条件の接地形2極コンセントを用意し、
直接、単独で接続してください。

電源条件：単相 AC 100V  50/60Hz  15A

電撃に対する保護は、電源プラグの接地端子の
接続によって行ないます。

※落雷による損傷を予防する為、雷の音が聞こえたら
電源コードに接続したブレーカーを切ってください。

コンセント

15A/125V
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◆ LSX-500

下記条件の接地端子付き電源端子盤を用意し、接続して
ください。

電源条件：単相 AC 100V  50/60Hz  20A

電撃に対する保護は、保護接地線を接地端子に
接続することで行ないます。

電源線 (黒 )：ライブ端子 (L) に接続します。
電源線 (白 )：ニュートラル端子 (N) に接続します。
保護接地線（緑／黄）：接地端子に接続します。

※落雷による損傷を予防する為、雷の音が聞こえたら
電源コードを接続したブレーカーを切ってください。

接地端子

黒

緑/黄

ブレーカー

電源コード

OFF

白

黒 白

L N

2極/20A

L N

◆ LSX-700

下記条件の接地端子付き電源端子盤を用意し、接続して
ください。

電源条件：単相 AC 200V  50/60Hz  15A

電撃に対する保護は、保護接地線を接地端子に
接続することで行ないます。

電源線 (黒 )：ライブ端子 (L) に接続します。
電源線 (白 )：ニュートラル端子 (N) に接続します。
保護接地線（緑／黄）：接地端子に接続します。

※落雷による損傷を予防する為、雷の音が聞こえたら
電源コードを接続したブレーカーを切ってください。

接地端子

黒

緑/黄

ブレーカー

電源コード

OFF

白

黒 白

L N

2極/15A

L N
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 4. 操作の流れについて

1.   電源スイッチ「入」 	  P. 20 

2.   圧力計の確認 	  P. 23 

3.   回収ボトルの水量確認 	  P. 24 

4.   滅菌用水の確認 	  P. 25 

5.   被滅菌物の収納 	  P. 26 

6.   運転条件の設定 	  P. 28 

7.   運転開始 	  P. 29 

8.   運転終了 	  P. 30 

9.   被滅菌物の取り出し 	  P. 31 

10. 滅菌用水の排水 	  P. 32 

11. 電源スイッチ「切」 	  P. 20

※繰り返し運転する場合には、「被滅菌物の取り出し」を行なったあと、「圧力計の確認」より 
操作を続けてください。
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 5-1. 電源スイッチ「入」「切」

 5. 操作方法について

警告

濡れた手で電源スイッチに触らない。

感電の原因になり危険です。●

＜電源スイッチの入れ方＞

① 
② 

③

電源の接続と保護接地が正しく行われていることを確認する。
本体右側面にある電源スイッチを入れる。
操作パネルの「時間表示部」に本機の制御プログラム番号が表示されます。
約5秒後に、前回使用した際の運転条件を表示します。

＜電源スイッチの切り方＞

① 本体右側面にある電源スイッチを切る。

前回使用した際の運転条件を表示

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分
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 5-2. 本体ドアの開閉 

警告

圧力が０MPa になるまでは、本体ドアを開けない。

圧力の残っている時に本体ドアを開けると、被滅菌物や蒸気が吹き出し、死
亡や重傷事故の原因になります。

●

本体ドアを開けるときは、缶体内からの蒸気に十分注意する。

缶体内から立ち上がる蒸気は非常に高温であるため、火傷や負傷の原因にな
ります。

●

注意

天板の上に手を置かない。

缶体フタに挟まれ、負傷する原因となります。●
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＜本体ドアの開け方＞

① 
②

③

④ 

⑤

圧力が０MPaであることを確認する。
電源スイッチが「入」になっていることを確認
する。
操作パネルの運転中表示灯が消灯または完了表
示灯が点灯していることを確認する。
本体ドア取手部を軽く押し下げながら、ドア
ロック解除ペダルを踏む。
本体ドア取手を持ち、静かに引き上げる。

＜本体ドアの閉め方＞

① 
②
本体ドア取手を持ち、引き下げる。
本体ドア取手に手を置き、ドア開表示灯が消灯するまで押し下げる。

※運転終了直後など缶体内温度が高いと本体ドアが閉じづらいことがあります。
          このような場合には温度が下がってから閉めてください。
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 5-3. 圧力計の確認

警告

圧力計に異常がある場合には使用を中止する。

缶体内の異常を確認できず、大変危険です。 
販売店又は当社事業所にご連絡ください。

●

＜圧力計の確認方法＞

① 
②
本体ドアを開ける。
圧力計の指針が「０MPa」を指していることを確認する。



ー24ー

① 

② 

③ 

回収ボトルの水位が最低水位から最高水
位の間であることを確認する。
適切な水位でない場合には、以下の手順
で給水する。
運転中表示灯が消灯していることを確認
する。
回収ボトルを本機から静かに取り出す。
排気ホースジョイント部を手でつかみ、
回収ボトルから排気ホースを引き抜く。
給排水口から最低水位の位置まで給水す
る。
回収ボトル背面に排気ホースを差し込
む。
このとき、排気ホースは排気ホースジョ
イント部の上方に位置するように、向き
を注意する。
また、回収ボトル内でホースが折れ曲が
らないよう注意する。
回収ボトルを本機に静かに収納する。

 5-4. 回収ボトルの水量確認

警告

本機は運転中に高温の水蒸気を排出します。火傷などの事故を避けるために水蒸気を冷却する
水の量が適切であるかどうか確認してください。

排気ホースを折り曲げない。

排気がスムーズに行われないと圧力の異常上昇が起き、部品の損傷、飛散に
よる火傷や負傷、重傷事故の原因になります。

●

排気ホース
ジョイント部

回収ボトル

最低水位

最高水位

排気ホース

④ 

⑤

⑥

⑦
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＜ 滅菌用水の確認方法＞

①

②

  本体ドアを開け、缶体内の滅菌用水が汚れていない
ことを確認する。
汚れている場合には排水する。
※  排水方法は「5-11. 滅菌用水の排水」を参照してください。

 5-5.   滅菌用水の確認
   本機では缶体内の滅菌用水をヒーターで加熱することで水蒸気を作り出しています。適切な滅
菌を行なえるようにするために滅菌用水の水質、水量を確認してください。
また、滅菌用水には水道水を使用してください。滅菌用水に純水や非常に冷たい水を使用する
と水位を読み取れないことがあります。

③     缶体内の水位がスノコ部分（底板）が浸る程度であ
ることを確認する。
※   大量の液体をバケツに入れて滅菌する場合は、バケツの
底が5cm 程度水没する程度に給水してください。

④     適切な水位でない場合にはスノコ部分（底板）が浸
る程度まで、給水する。

＜ 滅菌用水量の目安＞

 

5㎝

バケツ

◆

◆

 LSX-300/LSX-500 約 3.0 ﾘｯﾄﾙ

 LSX-700      約 3.6 ﾘｯﾄﾙ
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 5-6. 被滅菌物の収納

警告
引火性、爆発性のものを入れて使用しない。

火災や爆発の原因になります。●

密閉されたものを滅菌しない。

取り出す際に破裂し、火傷や重傷事故の原因になります。
また、缶体内圧力が異常上昇することがあり、部品の損傷、
飛散による火傷や重傷事故の原因になります。

●

ヒビやキズのあるガラス器具を滅菌しない。

取り出す際に破裂し、火傷や重傷事故の原因になります。●

被滅菌物で缶体内の穴をふさがない。

滅菌バッグなど被滅菌物で缶体内の穴がふさがると、缶
体内圧力を制御できなくなり、破裂等の重大事故を引き
起こす原因となります。被滅菌物は付属のカゴ等に確実
に収納し、缶体内の穴周辺を覆わないように注意してく
ださい。

●

腐食性のものを入れて使用しない。

ステンレス製の缶体が腐食すると圧力上昇中の破裂によ
る死亡や重傷事故の原因になります。

●

＜液体を滅菌する際の注意点＞

※容器のキャップは十分に緩めるか、通気性のあるキャップを使
用してください。容器を密閉すると、容器の破裂・滅菌不良の
原因になります。
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＜被滅菌物の収納方法＞

① 標準付属のステンレスカゴやオプションの
ステンレスバケツに被滅菌物を収納する。

※被滅菌物を収納する際に、缶体フタパッキンや
温度センサーにぶつけないようにしてくださ
い。損傷の原因となります。

静かに缶体内に入れる。

本体ドアを閉める。

②

 
③ 

※被滅菌物がドアフック上面を超えないように収
納してください。ドアフックを超えて収納した
状態で本体ドアを閉めると被滅菌物が破損する
ことがあります。

＜効果的な滅菌のために＞

○被滅菌物が空気抜けしにくい形状のときは、缶体内に空気が
残り、滅菌効果が低下することがあります。このため以下の
対策を行なってから滅菌することをお勧めします。
・滅菌バッグを使用する場合は、バッグの中に100ml 程度
の水を入れ、口を閉じずに可能な限り大きく開けたまま使
用する。

・容器の場合は容器の中に水を少し入れる。
（10〜50ml 程度）
・被滅菌物の量を缶体容量に対しての50％以下にする。

○ 通気性の悪い容器を滅菌すると、容器が変形したり、容器内の滅菌が不十分となることがあ
ります。このため以下の対策を行なってから滅菌することをお勧めします。
・容器のフタをはずしたり、ゆるめてから滅菌する。
・容器のフタを通気性の高いものに換える。

○ プラスチックを滅菌すると変形することがあります。このため以下の表を参考にして滅菌す
ることをお勧めします。

表．各材質の滅菌処理適応表

※表は目安です。圧力、温度、時間などで特性が変化するのでご注意ください。

適応 ポリエチレン ポリプロピレン
コポリマー ポリプロピレン ポリカーボネート FEP

テフロン

オートクレーブ
　　　　  使用 不可 可 (121℃ ) 可 (121℃ ) 要注意 可 (121℃ )

吸水率 (%) 0.02以下 0.02以下 0.03以下 約0.3 0.01以下

透明度 不透明 半透明 半透明 透明 半透明

○ フラスコ、試験管などの容器自体の滅菌は、開口部を上向きにすると空気が抜けにくくなる
ため、滅菌不良の原因になります。開口部を下向きまたは横向きにして滅菌することをお勧
めします。
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 5-7.   運転条件の設定

＜  滅菌運転の設定＞

①  滅菌キーを１回押す。
滅菌表示灯が点灯し、滅菌運転が選択されます。
同時に、ワークモニター内の昇温工程表示灯、昇
温昇圧工程表示灯、滅菌工程表示灯、降温降圧工
程表示灯、降温工程表示灯が黄色に点灯します。
温度設定キーを押し、滅菌工程の温度を設定する。
時間設定キーを押し、滅菌工程の時間を選択する。
排気レベル設定キーを押し、降温降圧工程の排気
レベルを設定する。
冷却ファンキーを押し、降温降圧工程および降温
工程に作動するファンの数を選択する。

※       時間表示形式を変更したい場合は ｢6-9. 時間表示形式の設定｣ を参照してください。

滅菌工程

温度設定範囲 時間設定範囲

LSX-300/500/700  105〜 135℃
 0 : 01 〜 9 : 59

（切り替え可能：〜99時間）

○    滅菌条件は、本体周囲温度、被滅菌物の特性や
量・開始時の温度、容器の材質や形状などによっ
て変わります。確実な滅菌のために、被滅菌物
温度センサーや外部センサー、滅菌指標体など
を利用して適切な滅菌条件を設定してください。

②
③ 
④

⑤

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分

＜   効果的な滅菌のために＞

○   缶体内温度が設定温度に到達してから、被滅
菌物温度が設定温度に到達するまでに時間差
（遅れ時間）が生じることがあります。そのた
め、遅れ時間を考慮した時間設定が必要とな
ります。

    設定時間 ＝ 目的の滅菌時間 ＋ 遅れ時間

（推奨）被滅菌物の温度が設定温度に到達してから

時間減算をはじめる「被滅菌物センサーオ
プション※      」を用意しています。使用者が
遅れ時間を考慮する必要がなくなります。

※      「7-1. 被滅菌物センサー」参照

t

℃
目的の滅菌時間

設定時間

設定
温度

被滅菌物温度

缶体内温度

遅れ時間

例：500mLフラスコに水（液体）を入れた場合
遅れ時間＝10分（SX-500の場合）

その他、遅れ時間の参考データをトミーHPで紹介

しています。

トミー　遅れ時間 検索

※       液体を滅菌する場合、液体滅菌機能を使用することを推奨します。
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 5-8. 運転開始

運転中に圧力計の指針が赤線部を超えたら直ちに運転を中止する。

警告

部品の損傷、飛散による火傷や重傷事故の恐れがあり危険です。すぐに運転
を中止し、販売店又は当社事業所にご連絡ください。

●

運転中に安全弁周辺をふさがない。

安全弁穴がふさがると、缶体内の圧力を制御できなくなり、缶体破裂等の重
大事故を引き起こす原因となります。

●

注意

運転中は蒸気排出口周辺からの蒸気に注意する。

高温による火傷の原因になります。●

① 

②

本体ドアの上に物がないか確認する。
本体ドアの上に物を置くと、運転中に缶体からの熱が妨げられ、本体ドアが変形する恐れが
あります。
スタートキーを押す。
運転中表示灯が点灯し、運転が開始されます。
缶体内の圧力が大気圧よりも高い時、運転中表示灯は赤色に点灯します。
ワークモニターには選択されているコースを点灯して表示します。実施中の期間は表示灯が
赤色点滅で、実施済みの期間は赤色点灯で表示します。
※ドア開閉検出システム機能が未確認の場合は運転を開始できません。ドア開閉検出システム機能は
ドアの開け閉めにより確認されます。 

※運転中は缶体内温度、残り時間を表示します。 
※運転中に確認キーを押すと、設定値を表示します。
※運転中にエラーが生じた場合は、その実施中の期間の表示灯が赤色点滅し続けます。

運転中は安全弁周辺からの蒸気に注意する。

高温による火傷の原因になります。●
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 5-9. 運転終了   
缶体内温度が60℃になると運転完了となります。

設定した滅菌時間となり、滅菌工程が終了するとブザーが3回鳴ります。
缶体内圧力が大気圧となると運転中表示灯が赤色から黄色に変わります。
インターロック解除温度を変更している場合、解除温度になるとブザーが6回鳴り、本体
ドアのインターロックが解除されます。
缶体内温度が60℃となり、降温工程が終了するとブザーが10回鳴り、運転が完了します。
運転完了後、ストップキーを押すとドア表示灯が点灯し、ドア開閉検出システム機能が未確
認の状態になります。

① 
② 
③
 
④
⑤

※運転中ストップキーを押すことで運転を中断することが出来ます。
※運転を中断すると降温降圧工程または降温工程に移ります。
※ドア開閉検出システム機能はドアの開け閉めによって確認完了となります。
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 5-10. 被滅菌物の取り出し

圧力が０MPa になるまでは、本体ドアを開けない。

警告

圧力の残っている時に本体ドアを開けると、被滅菌物や蒸気が吹き出し、死
亡や重傷事故の原因になります。

●

本体ドアを開けるときは、缶体内からの蒸気に十分注意する。

缶体内から立ち上がる蒸気は非常に高温であるため、火傷や負傷の原因にな
ります。

●

高温の液体は突然沸騰することがあるので注意する。

液体は缶体内の温度よりも冷めるのが遅く、衝撃などをきっかけに突沸する
ことがあります。不用意に取り扱うと火傷や思わぬ事故の原因になります。

●

缶体内や滅菌用水が汚れたまま放置しない。

放置しておくと、缶体の腐食・損傷の原因になります。また、水位センサー
誤動作の要因となり、空焚き防止機能を低下させ、同時に空焚きの際の発火
の原因となります。

●

※被滅菌物を取り出す際に、缶体フタパッキンや温度センサーにぶつけないようにしてください。損傷
の原因となります。

※「8. 保守点検について」を参照してください。

缶体内や滅菌用水が汚れた場合には清掃する。⑤

圧力が「０MPa」であることを確認する。
運転中表示灯が消灯またはワークモニターの完了表示灯が点灯していることを確認する。
本体ドアを開ける。
※本体ドアインターロック解除温度を変更すると、60℃以上で本体ドアを開けることができるようにな
りますが、突沸などにより火傷をする恐れがあります。缶体内温度が60℃となり、運転中表示灯が
消灯してから本体ドアを開けることをお勧めします。

被滅菌物を取り出す。

① 
② 
③ 

④
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 5-11. 滅菌用水の排水 

注意

排水は滅菌用水が十分冷めてから行なう。

運転直後の滅菌用水は高温の為、火傷の原因となります。●

本体ドアを開ける。
回収ボトルを外す。
排水ホースを引き出す。
排水容器を排水ホースの下に置く。
排水コックをゆっくりと回して開け、排水
口から滅菌用水を排水する。 
滅菌用水が排水されないときは針金等を排
水口に通してつまりを取り除く。
滅菌用水を完全に排水したら、排水コック
を奥に回し、排水口を完全に閉じる。
排水ホースを元に戻す。 
回収ボトルを元に戻す。

① 
② 
③ 
④ 
⑤

⑥

⑦
⑧

警告
圧力が０MPa になるまでは、排水コックを開けない。

圧力の残っている時に排水コックを開けると、高温の滅菌用水が吹き出し、
死亡や重傷事故の原因になります。

●
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 6-1. 液体滅菌機能      

 6. 便利な機能について

本機では、液体を滅菌するときなどに便利な、液体滅菌運転を行なうことができます。
液体滅菌運転では突沸を避けるために降温降圧工程、降温工程でのみ、排気レベル、冷却
ファン設定を変更可能とします。

＜液体滅菌運転の設定方法＞

①

 
②
③

液体滅菌キーを押す。
液体滅菌表示灯が点灯し、液体滅菌コースが選択
されます。   
同時に、ワークモニター内の昇温工程表示灯、昇
温昇圧工程表示灯、滅菌工程表示灯、降温降圧工
程表示灯、降温工程表示灯が黄色に点灯します。
温度設定キーを押し、滅菌工程の温度を設定する。
時間設定キーを押し、滅菌工程の時間を設定する。

※時間表示形式を変更したい場合は ｢6-9. 時間表示形式の設定｣ を参照してください。

	
液体滅菌工程

温度設定範囲 時間設定範囲

LSX-300/500/700 105〜 135℃
0 : 01 〜 9 : 59

（切り替え可能：〜99時間）

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分

運転条件設定の際に以下の手順で設定します。

※あらかじめ排気レベル、冷却ファンを設定することはできません。
※降温降圧工程、降温工程でのみ、排気レベル、冷却ファンを操作できます。
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 6-2. 滅菌 - 保温機能

本機では、寒天培地などを滅菌するときに便利な、滅菌 - 保温運転を行なうことができます。
滅菌後は凝固を防ぐため保温運転を行ないます。

※時間表示形式を変更したい場合は ｢6-9. 時間表示形式の設定｣ を参照してください。
※保温時間を変更したい場合は ｢6-8. 保温時間の設定｣ を参照してください。 
※保温温度を60℃以上に設定した場合、保温時間終了後、本体ドアインターロック解除温度になるまで運転
完了となりません。                       

	
滅菌工程 保温工程

温度設定範囲 時間設定範囲 温度設定範囲 時間設定範囲

LSX-300/500/700 105〜 135℃
0 : 01 〜 9 : 59

（切り替え可能：〜99時間）
45〜 95℃ 1〜99時間

＜滅菌 - 保温運転の設定方法＞

①

 

②
③
④

滅菌 - 保温キーを押す。
滅菌 - 保温表示灯が点灯し、滅菌 - 保温コースが
選択されます。
同時に、ワークモニター内の昇温工程表示灯、昇
温昇圧工程表示灯、滅菌工程表示灯、降温降圧工
程表示灯、保温工程表示灯、降温工程表示灯が黄
色に点灯します。
温度設定キーを押し、滅菌工程の温度を設定する。
時間設定キーを押し、滅菌工程の時間を設定する。

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分

運転条件設定の際に以下の手順で設定します。

※保温時間を変更したい場合は ｢6-8. 保温時間の設定｣ を参照してください。

保温予約設定キーを押し、保温工程の温度を設定する。

排気レベル設定キーを押し、降温降圧工程および降温工程の排気レベルを設定する。
冷却ファンキーを押し、降温降圧工程および降温工程に作動するファンの数を設定する。

⑤
⑥

※保温工程の時間表示は1時間毎のカウントアップとなります。
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 6-3. 溶解 - 保温機能

本機では、寒天を溶かすときなどに便利な、溶解 - 保温運転を行なうことができます。
溶解後は凝固を防ぐため保温運転を行ないます。

※時間表示形式を変更したい場合は ｢6-9. 時間表示形式の設定｣ を参照してください。
※保温時間を変更したい場合は ｢6-8. 保温時間の設定｣ を参照してください。  
※保温温度を60℃以上に設定した場合、保温時間終了後、本体ドアインターロック解除温度になるまで運転
完了となりません。                       

	
溶解工程 保温工程

温度設定範囲 時間設定範囲 温度設定範囲 時間設定範囲

LSX-300/500/700 45〜 104℃
0 : 01 〜 9 : 59

（切り替え可能：〜99時間）
45〜 95℃ 1〜99時間

＜溶解 - 保温運転の設定方法＞

①

 

②
③
④

溶解 - 保温キーを押す。
溶解 - 保温表示灯が点灯し、溶解 - 保温コースが
選択されます。
同時に、ワークモニター内の昇温工程表示灯、溶
解工程表示灯、保温工程表示灯、降温工程表示灯
が黄色に点灯します。
温度設定キーを押し、溶解工程の温度を設定する。
時間設定キーを押し、溶解工程の時間を設定する。

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分

運転条件設定の際に以下の手順で設定します。

※保温時間を変更したい場合は ｢6-8. 保温時間の設定｣ を参照してください。

保温予約設定キーを押し、保温工程の温度を設定する。

排気レベル設定キーを押し、降温降圧工程および降温工程の排気レベルを設定する。
冷却ファンキーを押し、降温降圧工程および降温工程に作動するファンの数を設定する。

⑤
⑥

※溶解工程の温度を下げて「--」と設定することで、溶解工程を取り消すことができます。
※保温工程の温度を下げて「--」と設定することで、保温工程を取り消すことができます。
※保温工程の時間表示は1時間毎のカウントアップとなります。
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 6-4. お好みコース機能
お好みの運転条件を記憶しておくことで、簡単に呼び出すことができます。

＜お好みコースの記憶＞

① 
②
お好みの運転条件を設定、表示する。
お好みコースキーを長押しする。
約２秒するとブザーがなり、お好みの運転条件が記憶されます。
※表示中のすべての運転条件が記憶されます。

＜お好みコースの呼び出し＞

① お好みコースキーを押す。
お好みコース表示灯が点灯し、運転条件が表示されます。

 6-5. 予約機能
運転の開始までの待機時間を指定できます。
予約は、ドア開閉検出システム機能の確認完了と、希望する運転条件の設定後に以下の手順で
行ないます。

※ドア開閉検出システム機能の確認はスタートキーを押すまでに完了してください。ドア表示灯が消灯すればド
ア開閉検出システム機能の確認完了です。

① 

②

予約キーを押す。
予約表示灯が点灯し、保温／予約表示部に待機時間が表示されます。
予約表示灯点灯中に保温／予約設定キーを押し、待機時間を設定する。
※予約の待機時間の設定範囲は、１〜99時間です。

③ 予約表示灯点灯中にスタートキーを押す。
運転中表示灯が点灯し、保温／予約表示部に残りの待機時間を表示します。
※ストップキーを押すことで運転を中断することができます。

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分
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 6-6. 確認機能
運転中に設定温度、設定時間を表示することができます。
設定値表示中に実温度を表示することができます。

＜設定温度、設定時間の確認方法＞

① 運転中表示灯点灯中に確認キーを押す。
押している間、設定温度、設定時間が表示されます。

＜実温度の確認方法＞

① 運転中表示灯消灯中に確認キーを押す。
押している間、実温度が表示されます。

 6-7. 本体ドアインターロック解除温度の設定
本機は、缶体内温度が高い時には、本体ドアインターロックを作動して本体ドアを開かないよう
にしています。本体ドアインターロック解除温度は使用状況に応じて変更することができます。

①

②

③

④

運転中表示灯消灯中に機能キーを長押する。
約２秒すると温度表示部に「Ｆ０１」が点滅表示
されます。
温度設定キーを押して「Ｆ０２」を表示する。
時間表示部には本体ドアインターロック解除温度
が表示されます。
スタートキーを押す。
時間表示部が点滅します。
時間設定キーを押して希望の本体ドアインター
ロック解除温度を表示する。

開
排気レベル

冷却ファン

被滅菌物

予 約

機　能
液体滅菌

滅菌

滅　菌 滅菌－保温 溶解－保温 お好みコース ストップ

スタート

確 認

保温 / 予約

時 間

温 度

ドア ボトル 低水位

運  転  中

溶解

完了

保温

準備

時間

時間後

分

※本体ドアインターロック解除温度の設定範囲は、６０〜１００℃です。

スタートキーを押して本体ドアインターロック解除温度を確定します。⑤

※工場出荷時には、６０℃に設定しています。

※液体は缶体内の温度よりも冷めるのが遅く、衝撃などをきっかけに突沸することがあります。液体滅
菌を行う場合、６０℃に設定を推奨します。
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 6-8. 保温時間の設定
保温工程の時間を変更することができます。

①

②

③
④

運転中表示灯消灯中に機能キーを長押する。
約２秒すると温度表示部に「Ｆ０１」が点滅表示されます。
時間表示部には保温時間が表示されます。
スタートキーを押す。 
時間表示部が点滅します。
時間設定キーを押して希望の保温時間を表示する。
スタートキーを押して保温時間を確定します。

※保温時間の設定範囲は、1〜99 時間です。

※工場出荷時には、４時間に設定しています。

 6-9. 時間表示形式の設定
時間表示部の表示形式を変更することができます。

①

②

③

④

準備表示灯点灯中に機能キーを長押する。
約２秒すると温度表示部に「Ｆ０１」が点滅表示されます。
温度設定キーを押して「Ｆ０４」を表示する。
時間表示部には表示形式コードが表示されます。
スタートキーを押す。
時間表示部が点滅します。
時間設定キーを押して希望の表示形式のコードを表示する。

コード 表示形式 表示範囲 設定範囲

0 時分 0 : 00 〜 9 : 59 0 : 01 〜 9 : 59

1 時 0〜 99時間 1〜99時間

2 分 0〜999分 1〜999分

3 時分、時 0 : 00 〜 9 : 59、10〜 99時間 0 : 01 〜 9 : 59、10〜 99時間

スタートキーを押して表示形式を確定します。⑤

※工場出荷時には、「０（時分）」に設定しています。
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 6-10. 液体滅菌運転時の排気の設定
液体滅菌運転の排気では、通常の排気レベル設定だけでなく、弁の開き具合を微調整可能な
バリアブル設定を選択できます。

①

②

③

④

準備表示灯点灯中に機能キーを長押する。
約２秒すると温度表示部に「Ｆ０１」が点滅表示されます。
温度設定キーを押して「Ｆ０３」を表示する。
時間表示部には液体滅菌運転の排気設定方式のコードが表示されます。
スタートキーを押す。
時間表示部が点滅します。
時間設定キーを押して希望の排気方式コードを表示する。

コード 排気設定方式 内容

0 排気レベル設定 ６段階設定

1 バリアブル設定 可変式

スタートキーを押して液体滅菌運転の排気方式を確定します。⑤

※工場出荷時には、「０（排気レベル設定）」に設定しています。
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 7. オプション機能について

■ 被滅菌物温度センサー

被滅菌物温度センサーを直接、被滅菌物に入れて、被滅菌物の温度が設定温度※に到達して
から時間減算をはじめ、確実な加熱を行ないます。
溶解の場合は被溶解物の温度が設定温度に到達してから時間減算をはじめます。

本オートクレーブには、次のようなオプションが用意されています。

※本機能では、設定温度に対して±2℃で制御しています。

■ 温度 /圧力データ出力機能

缶体内温度、缶体内圧力および被滅菌物温度データのうち最大２出力までアナログ出力する
ことができます。記録計を接続すれば、記録に残すことができます。

■ 外部センサー・記録計

缶体内の温度をオートクレーブ本体とは独立した温度センサーで測定し、記録計に記録する
ことができます。

■ プリンター

缶体内温度、缶体内圧力および被滅菌物温度データを感熱印字方式にて印字することができ
ます。

プリンターオプションの操作については、別冊の「オプション機能編」を参照ください。
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 7-1. 被滅菌物センサー

＜被滅菌物温度センサーの設定＞

① 被滅菌物温度センサーキーを押す。
被滅菌物温度センサー表示灯が点灯し、被滅菌物温度センサーの機能が選択されます。

被滅菌物センサーは滅菌設定時間または溶解設定時間の減算のために使用します。

※被滅菌物温度センサー表示灯点灯中は被滅菌物温度センサーの温度を滅菌工程、溶解工程の制御に用います。
※操作パネルの温度表示は、缶体内温度を表示します。被滅菌物センサーの温度ではありませんのでご注意く
ださい。

※被滅菌物温度センサー機能を搭載していないものは、被滅菌物温度センサーキーを押しても被滅菌物温度
センサー表示灯は点灯しません。

＜被滅菌物温度センサーの解除＞

① 被滅菌物温度センサーキーを押す。
被滅菌物温度センサー表示灯が消灯し、通常機能に戻ります。

＜被滅菌物温度センサーの使用方法＞

 被滅菌物温度センサーの先端部分 ( 温度検知部分 ) を被滅菌物または被溶解物に直接入れて
ください。

＜被滅菌物温度の表示＞

① 確認キーを押しながら被滅菌物温度センサーキーを押す。
押している間、時間表示部と保温 /予約表示部に被滅菌物
温度センサーの温度を表示します。
※被滅菌物温度センサーの温度の整数部分を時間表示部、小数点1桁
を保温 /予約表示部に表示します。
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 7-2. データ出力機能 ( 温度 / 圧力 )

■ 出力の選択
 出力はオプション注文時の内容により下表のようになっています。

本オートクレーブには､ 缶体内温度､ 被滅菌物温度､ 缶体内圧力のデータのうち最大２出力を
選択し記録計に出力する機能があります｡

出力選択番号

端子

CH1 CH2

1 缶体内温度 缶体内圧力

2 缶体内温度 被滅菌物温度

3 缶体内圧力 被滅菌物温度

4 缶体内温度 ー

5 缶体内圧力 ー

6 被滅菌物温度 ー

※被滅菌物温度を出力する場合は、別に被滅菌物温度センサーのオプションが必要です。

■ 記録計の接続
 本体より出ている2組のリード線を下記のように接続してください｡
１出力のみのご注文の場合も2組のリード線が出ていますが、未使用端子は接続しないで
ください。

赤リード線 - 記録計のプラス (＋ ) 端子に接続
赤／白リード線 - 記録計のマイナス (ー ) 端子に接続
青リード線 - 記録計のプラス (＋ ) 端子に接続
青／白リード線 - 記録計のマイナス (ー ) 端子に接続

CH1 :

CH2 :

■ データ出力仕様

 缶体内温度 缶体内圧力 被滅菌物温度

構成・出力形式 8bitD/A コンバーターによるセンサー出力変換・直流電圧

出力範囲 0〜150℃ 0〜0.3MPa 0〜 150℃

電圧レンジ 0〜1.5V

分解能
5.88mV/ 分解能

0.59℃ 1.1kPa 0.59℃

 7-3. 外部センサー、記録計

本体に取り付けているセンサーを記録計に接続し、記録計を運転してください。

※記録計の取扱説明書を参照してください。
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 8-1. 本体の清掃と消毒      

 8. 保守点検について

警告

保守点検作業は、本機の電源プラグを電源コンセントから抜いて行なう。

感電の原因になり危険です。
電源プラグの無い機種は、電源コードを接続したブレーカーを切ってください。

●

注意

保守点検作業は缶体内温度が十分下がってから行なう。

高温による火傷の原因になります。●

＜本体の清掃＞

① 
②
中性洗剤を含ませた柔らかい布で汚れをおとす。
水分を含んだ堅く絞った布で、洗剤をふき取る。

本体外装や缶体内が汚れた場合は、下記の方法で清掃、消毒を行なってください。

＜本体の消毒＞

① エタノール消毒を行なう。
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 8-2. 一週間ごとに行なう保守点検

缶体や缶体フタ、ヒンジ、ヒンジシャフト、止め輪、ドアフック、
フック受けに腐食や傷、変形や緩みがある場合は、使用をやめる。

警告

圧力上昇中の破裂による死亡や重傷事故の原因になります。異常が見られた
場合は、 販売店又は当社事業所にご連絡ください。

●

缶体フタパッキンに亀裂やひび割れ、変形等の損傷がある場合、使用をやめる。
蒸気漏れによる火傷の原因になります。異常が見られた場合は、販売店又は
当社事業所にご連絡ください。

●

＜清掃＞

① 
②
スノコをゆっくり取り出す。
缶体内および水位センサーを中性洗剤・布等を使ってよく清掃し、水道水で洗剤等を充分に
落して排水する。

本機を安全に使用するために、一週間を目安として下記の清掃と点検を行なってください。

1. 缶体内および水位センサーの清掃

※清掃の際は缶体内のセンサー類を折り曲げないように注意してください。

定期的に電源プラグを抜き、点検を行なう。
火災、焼損の原因になり危険です。●

① 缶体フタパッキンの表面を、水を絞った柔らかいきれいな布等で力を加えずに拭く。

2. 缶体フタパッキンの清掃

柔らかいきれいな布等で缶体開口部を拭く。②

※缶体フタパッキンを損傷させないように注意してください。

① 
②
中性洗剤を含ませた柔らかい布で汚れをおとす。
水分を含んだ堅く絞った布で、洗剤をふき取る。

3. 外装の清掃
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＜点検＞

① 
②
本体の電源スイッチを入れる。
電源スイッチ内の灰色のテストボタンを細い棒で押す。
スイッチが自動的に切れれば漏電ブレーカーは正常です。切れない場合は販売店または当社
事業所にご連絡ください。

1. 漏電ブレーカーの点検

缶体フタパッキンに亀裂やひび割れ等の損傷がないか確認する。
缶体内に腐食、亀裂等の損傷がないか確認する。
缶体フタに腐食、亀裂等の損傷がないか確認する。
ヒンジ、ヒンジシャフト、止め輪、ドアフック、フック受けに腐食、亀裂がないか確認する。

2. 圧力容器の点検

①
② 
③
④ 

① 
②
電源プラグを抜く。
電源プラグについたほこり等を乾いた布で取り除く。

3. 電源プラグの点検（電源プラグの機種のみ）

※電源プラグに異常な発熱・焼け焦げがある場合は使用を中止し修理を依頼する。
※電源プラグの差込がゆるい時は使用を中止し修理を依頼する。
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 8-3. 小型圧力容器の定期自主検査      

＜ボイラー及び圧力容器安全規則 第 94条＞

事業者は、小型ボイラー又は小型圧力容器について、その使用を開始した後、一年以内ごとに
一回、定期に、次の事項について自主検査を行なわなければならない。ただし、一年をこえ
る期間使用しない小型ボイラー又は小型圧力容器の当該使用しない期間においては、この限
りでない。
一 小型ボイラーにあつては、ボイラー本体、燃焼装置、自動制御装置及び附属品の損傷又
は異常の有無

二 小型圧力容器にあつては、本体、ふたの締付けボルト、管及び弁の損傷又は摩耗の有無
事業者は、前項ただし書の小型ボイラー又は小型圧力容器については、その使用を再び開始
する際に、同項各号に掲げる事項について自主検査を行なわなければならない。
事業者は、前二項の自主検査を行なつたときは、その結果を記録し、これを三年間保存しな
ければならない。

LSX-300・500・700は、厚生労働省の規定する小型圧力容器に該当しており、労働安全衛
生法 第 45条、ボイラー及び圧力容器安全規則 第 94条、同 第 95条に従う必要があります。
規則に定められた自主検査を、１年以内ごとに１回、行なってください。そして自主検査の結
果は、記録用紙に記録し、3年間保存してください。

＜労働安全衛生法 第 45条＞

事業者は、ボイラーその他の機械等で、政令で定めるものについて、労働省令で定めるところ
により、定期的に自主検査を行ない、及びその結果を記録しておかなければならない。

2.

3.

＜ボイラー及び圧力容器安全規則 第 95条＞

事業者は、前条第一項又は第二項の自主検査を行なつた場合において、異常を認めたときは、
補修その他の必要な措置を講じなければならない。
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＜小型圧力容器自主検査要領＞

缶体、缶体フタの損傷の有無。①

本体ドアを開け、缶体および缶体フタに腐食、亀裂がないか確認する。

ヒンジ、ヒンジシャフト、止め輪、ドアフック、ドアフック受けの損傷の有無。②

本体ドアを開け、腐食、亀裂等がないか確認する。

缶体フタパッキンの損傷の有無。③

本体ドアを開け、亀裂やひび割れ等の損傷がないか確認する。

安全弁の点検。④

本体ドア上部の安全弁に腐食、亀裂がないか確認する。
運転中に安全弁より蒸気漏れがないか確認する。
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 8-4. 缶体フタパッキンの交換 

缶体フタパッキンに劣化・損傷がみられた場合は、下記の手順に従って適切に缶体フタパッキ
ンを交換してください。
交換作業は、缶体フタパッキンおよびパッキン押えバネバンドを損傷させないように十分注意
して行なってください。

警告

 缶体フタパッキンを交換したら、必ず試運転をする。

適切に缶体フタパッキンが取りつけられていないと、蒸気漏れによる火傷の
原因となります。

●

注意

パッキン押えバネバンドの取り扱いに注意する。

バネの弾力によりおもわぬけがを負うことがあります。周囲に人がいないこ
とを確かめたうえ、取り扱いには十分注意してください。

●

＜缶体フタパッキンの交換手順＞

① 

②

図の様に缶体フタパッキンの右上の部分
をつかみ、左下に引っ張ってパッキン押
えバネバンドごと缶体フタパッキンをゆ
がませる。
①の状態で手前に引っ張りパッキン押え
バネバンドごと缶体フタパッキンを取り
はずす。

1. 缶体フタパッキンの取りはずし

缶体フタパッキン

パッキン押え
バネバンド
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① 新しい缶体フタパッキンの溝が缶体フタのガイドにしっかりはまるように取りつける。

2. 缶体フタパッキンの取りつけ
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② パッキン押えバネバンドのボルト固定
部が下にくるように缶体フタパッキン
の内側に入れる。

※パッキン押えバネバンドをリング状 ( ボル
トで固定されている状態 ) で取りつけよう
とすると、パッキン押えバネバンドがゆが
んでしまい、缶体フタパッキンを適切な力
で押さえつけられなくなります。必ず指定
された手順で取りつけてください。

③ 折り重なっているパッキン押えバネバ
ンドのボルト固定部の隙間に付属工具
の柄を差し込み、上になっている方を
指で押さえつけながら図の様に工具を
動かしてパッキン押えバネバンドのボ
ルト固定部をつき合わせる。

④ 図の様にナットを付属工具で締め込み、
パッキン押えバネバンドを固定する。

3. 試運転

缶体フタパッキン部周辺からの蒸気漏れの有無を確認するために試運転を行なう。
試運転は、下記の手順にしたがって行なってください。

① 

②
③

缶体内に被滅菌物を入れずに、「5. 操作方法について」にしたがって滅菌工程の温度を
135℃に設定する。
設定時間および冷却ファン・排気レベルの設定は任意の値に設定する。
滅菌運転を開始する。
缶体内の温度が135℃に到達するまで、缶体フタパッキン部周辺から蒸気漏れが生じて
いないことを確認する。

※もし、蒸気漏れが生じた場合は、運転を直ちに止め、販売店または当社事業所にご連絡ください。

④ 缶体フタパッキン部周辺からの蒸気漏れがないことを確認したらストップキーを押して
運転を終了させる。

ボルト

付属工具

ナット

ボルト固定部

ボルト固定部
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 9-1. 症状と処置

 9. 故障と思われるとき

この取扱説明書に従った操作を行ない、本機が正常に動作しないときは、「症状と処置」に従っ
てチェックしてください。なおこの項目に該当しない場合または処置が困難と思われる場合は、
本機の電源プラグを電源コンセントから抜いて、販売店または当社事業所までご連絡ください。

症　状 原　因 処　置

電源スイッチを入れても、
操作パネルに何も表示し
ない。

電源コードが接続されていない。 電源コードの接続を点検する。

電源供給側のヒューズまたはブ
レーカーが遮断されている。

本機が必要とする電源容量の電
源に電源コードを接続する。

温度上昇が遅い。 缶体内の水が極端に多い。 滅菌用水の水量の確認、最適化
を行なう。

被滅菌物が多い。 被滅菌物の量を適量にする。

完全に滅菌しない。 滅菌時間が不足している。 滅菌時間を長くする。

本体ドアから蒸気が漏
れる。

缶体フタパッキンまたは缶体開
口部にゴミなどが付着している。

缶体フタパッキン、缶体開口部
を清掃する。

缶体フタパッキンが破損して
いる。

本機の電源プラグをコンセント
から外し、販売店または当社事
業所に連絡する。

安全弁から蒸気が漏れる。 缶体内の圧力が高い。 本機の電源プラグをコンセント
から外し、販売店または当社事
業所に連絡する。

エラーコードを表示し、運
転をしない。または運転を
停止する。

エラーコード表を参照し、該当するエラーコードに応じた処置を行
なう。
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 9-2. エラーコード表

エラーコード 原　因 処　置

E01 滅菌用水が不足している。 滅菌用水を補給する。

滅菌用水に純水を使用している。 水道水を使用する。

水位センサーが汚れている。 水位センサーを清掃する。

滅菌用水が非常に冷たい。 滅菌用水にお湯を足す。

E04 運転中に缶体内の滅菌用水が不足
する。

一旦電源スイッチを切る。缶体内圧力が
0MPaになってから本体ドアを開け、滅
菌用水を補給する。

E05 滅菌運転中、溶解運転中、保温中に
缶体内温度が設定値より異常に高い。

本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所へ連絡する。

E06 被滅菌物が空気抜けしにくい形状の
ため、圧力が上昇する。

一旦電源スイッチを切る。缶体内圧力が
0MPaになってから本体ドアを開け、被
滅菌物の空気抜けを良くするか被滅菌物
の量を減らす。
（「5-6. 被滅菌物の収納」を参照）

E07 温度センサーが断線している。 本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所に連絡する。

E08 滅菌運転中、溶解運転中、保温中に
缶体内温度が設定値より異常に低い。

本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所に連絡する。

E09 本体ドアが開いている。 本体ドアを確実に閉める。
運転中に発生した際は、本機の電源プラ
グをコンセントから外し、販売店または
当社事業所に連絡する。

ドア開閉検出システム機能の未確認。
※１

ドアの開閉を行なう。

E10 本体ドアインターロックが作動し
ない。

本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所に連絡する。

E11 昇温工程中及び昇温昇圧工程中に温
度上昇しない。

本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所に連絡する。

※1 本機は、安全性を考慮してドア開閉検出システム機能の作動を確認しているため、毎回、運転・予約前に
必ず一度はドアを開閉してください。また運転中の停電などによりドアを開けずに運転を再開したい場合
は、販売店または当社事業所にご連絡ください。
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エラーコード 原　因 処　置

E12 圧力センサーが断線または故障して
いる。

本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所に連絡する。

E13 被滅菌物センサーが断線または故障
している。

本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所へ連絡する。

E15 空気抜き弁が故障している。 本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所に連絡する。

E18 ドア部品の交換時期です。 販売店または当社事業所に連絡する。
(ストップキーを押し、一時解除すること
で運転を行なうことができます。)

E20 電源投入時に缶体内の圧力が高い。 缶体内圧力が0MPaになるまで待ってか
ら運転を始める。

E21 回収ボトルがはずれている。 回収ボトルを取り付ける。

E22 排気ホースが折れている。 一旦電源スイッチを切る。排気ホースが
折れない様に差し込み直す。

被滅菌物が空気抜けしにくい形状の
ため、圧力が上昇する。

一旦電源スイッチを切る。缶体内圧力が
0MPaになってから本体ドアを開け、被
滅菌物の空気抜けを良くするか被滅菌物
の量を減らす。
（「5-6. 被滅菌物の収納」を参照）

E23 缶体内の穴（排気経路）が、滅菌
バッグなどの被滅菌物でふさがれ
ている。

一旦電源スイッチを切る。缶体内圧力が
0MPaになってから本体ドアを開け、缶
体内の穴をふさがない様に被滅菌物を収
納し直す。
滅菌バッグの口が閉じている場合には口
を開ける。

E24 缶体内温度が0℃以下である。 本体が使用環境温度に温まってから使用
する。

E25 制御システム異常。 本機の電源プラグをコンセントから外し、
販売店または当社事業所に連絡する。
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 9-3. 事業所連絡先

警告

本機または本機の部品を返却、修理依頼する際、以下の 1, 2 にあてはまる
ときは、機械・部品を非汚染の状態にする。

本機および部品の一部でも、感染性のある危険な物質や放射性物質にさらさ
れたとき。

本機および部品の一部でも、血液その他化学薬品が何らかの形でたまり、人
体に危険と判断されるとき。

1：

2：

東 京 本 社

〒179-0073 東京都練馬区田柄3-14-17

	 Tel 03-5987-3111

	 Fax 03-3577-1655

仙台カスタマーステーション

〒984-0032 宮城県仙台市若林区荒井5-8-20

	 Tel 022-390-5375

	 Fax 022-390-5376

神奈川カスタマーステーション

〒243-0025 神奈川県厚木市上落合351-1

	 Tel 046-220-5371

	 Fax 046-220-5374

大 阪 支 店

〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島6-4-6

	 Tel 06-6305-3333

	 Fax 06-6305-3359

札幌カスタマーステーション

〒001-0020 北海道札幌市北区北20条西2-1-7

	 Tel 011-728-1311

	 Fax 011-727-5121

つくばカスタマーステーション

〒300-0847 茨城県土浦市卸町1-5-5

	 Tel 029-830-5166

	 Fax 029-830-5161

名古屋カスタマーステーション

〒480-1117 愛知県長久手市喜婦嶽802

	 Tel 0561-61-0250

	 Fax 0561-61-0252

福岡カスタマーステーション

〒811-2417 福岡県糟屋郡篠栗町中央2-1-15

	 Tel 092-948-1712

	 Fax 092-948-1713
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 10. 廃棄・譲渡について

警告

本機または本機の部品を廃棄・譲渡する際、以下の 1, 2 にあてはまるとき
は、機械・部品を非汚染の状態にする。

本機および部品の一部でも、感染性のある危険な物質や放射性物質にさらさ
れたとき。

本機および部品の一部でも、血液その他化学薬品が何らかの形でたまり、人
体に危険と判断されるとき。

1：

2：

製品の保証を円滑に行なうために当社では記録管理を行なっております。本機の廃棄・譲渡を
行なう際には、販売店または当社事業所までご連絡ください。

廃棄物は、お使いになったお客様が自らの責任において適正に処理することが、「廃棄物の処理
及び清掃に関する法律」第十一条、第十四条等で定められております。
製品を廃棄するときは、産業廃棄物処理の許可を持った「廃棄物処理業者」に廃棄処理を委託
してください。

処理業者をお探しになる場合や廃棄でお困りの場合には、都道府県、または、政令市 担当部署
の公開する情報をご参照・お問い合わせください。
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 11. 仕様

型式名称 オートクレーブ　LSX-300

使用温度範囲 滅菌 105〜 135℃（0.019MPa〜 0.212MPa)

溶解 45〜 104℃

保温 45〜 95℃

最高使用圧力 0.263MPa

温　度 表示形式 デジタル

表示範囲 −9〜155℃

圧力計 表示形式 アナログ

表示範囲 0〜0.4MPa

熱　源 電気ヒーター　1.5kW

安全装置 ●安全弁 ●空焚き検知（サーモスタット） ●漏電ブレーカー ●ドアインターロック
●過温検知●過圧検知 ●温度センサー故障検知 ●圧力センサー故障検知

●排気バルブ故障検知 ●滅菌用水不足検知 ●ドア開閉検知 ●回収ボトル検知

漏電ブレーカー 定格遮断電流 15A

定格感度電流 10mA

感電保護クラス クラス I 機器
時　間 表示形式 デジタル

表示範囲 滅菌 0：00〜 9：59 / 0 〜 99時間 / 0 〜 999分 / 0：00〜 9：59,10〜 99時間

（切り替え可能）溶解

保温 0〜99時間

設定範囲 滅菌 0：01〜 9：59 / 1 〜 99時間 / 1 〜 999分 / 0：01〜 9：59,10〜 99時間

（切り替え可能）溶解

保温 1〜99時間

圧力容器の種類 小型圧力容器

缶体寸法 φ325× 553㎜

缶体内容積 44 ﾘｯﾄﾙ

有効径×有効深さ φ315× 458㎜

有効内容積 36 ﾘｯﾄﾙ

缶体材質 SUS304

本体寸法 (mm) 410W×477Ｄ×790Ｈ（突起部574Ｄ）

質　量 50kg

必要な電源 単相 AC 100V　50/60Hz　15A

定格電流 15A

消費電力（発熱量） 1.5kW (1290kcal/h)

付属品 キャスター止め  4 個、設置確認書 1部、スノコ  1 個、           
取扱説明書 1部、クリアケース（取扱説明書収納用） 1個、
化粧ねじ（クリアケース取り付け用） 1個、
ステンレスカゴ（φ300×181㎜）1個、
小型圧力容器明細書 １部     

 11-1. 本機仕様
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型式名称 オートクレーブ　LSX-500

使用温度範囲 滅菌 105〜 135℃（0.019MPa〜 0.212MPa)

溶解 45〜 104℃

保温 45〜 95℃

最高使用圧力 0.263MPa

温　度 表示形式 デジタル

表示範囲 −9〜155℃

圧力計 表示形式 アナログ

表示範囲 0〜0.4MPa

熱　源 電気ヒーター　2.0kW

安全装置 ●安全弁 ●空焚き検知（サーモスタット） ●漏電ブレーカー ●ドアインターロック
●過温検知●過圧検知 ●温度センサー故障検知 ●圧力センサー故障検知

●排気バルブ故障検知 ●滅菌用水不足検知 ●ドア開閉検知 ●回収ボトル検知

漏電ブレーカー 定格遮断電流 20A

定格感度電流 10mA

感電保護クラス クラス I 機器
時　間 表示形式 デジタル

表示範囲 滅菌 0：00〜 9：59 / 0 〜 99時間 / 0 〜 999分 / 0：00〜 9：59,10〜 99時間

（切り替え可能）溶解

保温 0〜99時間

設定範囲 滅菌 0：01〜 9：59 / 1 〜 99時間 / 1 〜 999分 / 0：01〜 9：59,10〜 99時間

（切り替え可能）溶解

保温 1〜99時間

圧力容器の種類 小型圧力容器

缶体寸法 φ325× 733㎜

缶体内容積 58 ﾘｯﾄﾙ

有効径×有効深さ φ315× 638㎜

有効内容積 50 ﾘｯﾄﾙ

缶体材質 SUS304

本体寸法 (mm) 410W×477Ｄ×970Ｈ（突起部574Ｄ）

質　量 60kg

必要な電源 単相 AC 100V　50/60Hz　20A

定格電流 20A

消費電力（発熱量） 2kW (1720kcal/h)

付属品 キャスター止め  4 個、設置確認書 1部、スノコ  1 個、           
取扱説明書 1部、クリアケース（取扱説明書収納用） 1個、
化粧ねじ（クリアケース取り付け用） 1個、
ステンレスカゴ（φ300×181㎜）2個、 
小型圧力容器明細書 １部
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型式名称 オートクレーブ　LSX-700

使用温度範囲 滅菌 105〜 135℃（0.019MPa〜 0.212MPa)

溶解 45〜 104℃

保温 45〜 95℃

最高使用圧力 0.25MPa

温　度 表示形式 デジタル

表示範囲 −9〜155℃

圧力計 表示形式 アナログ

表示範囲 0〜0.4MPa

熱　源 電気ヒーター　3.0kW

安全装置 ●安全弁 ●空焚き検知（サーモスタット） ●漏電ブレーカー ●ドアインターロック
●過温検知●過圧検知 ●温度センサー故障検知 ●圧力センサー故障検知

●排気バルブ故障検知 ●滅菌用水不足検知 ●ドア開閉検知 ●回収ボトル検知

漏電ブレーカー 定格遮断電流 15A

定格感度電流 10mA

感電保護クラス クラス I 機器
時　間 表示形式 デジタル

表示範囲 滅菌 0：00〜 9：59 / 0 〜 99時間 / 0 〜 999分 / 0：00〜 9：59,10〜 99時間

（切り替え可能）溶解

保温 0〜99時間

設定範囲 滅菌 0：01〜 9：59 / 1 〜 99時間 / 1 〜 999分 / 0：01〜 9：59,10〜 99時間

（切り替え可能）溶解

保温 1〜99時間

圧力容器の種類 小型圧力容器

缶体寸法 φ370× 774㎜

缶体内容積 79 ﾘｯﾄﾙ

有効径×有効深さ φ360× 675㎜

有効内容積 69 ﾘｯﾄﾙ

缶体材質 SUS304

本体寸法 (mm) 470W×528Ｄ×1003Ｈ（突起部625Ｄ）

質　量 72kg

必要な電源 単相 AC 200V　50/60Hz　15A

定格電流 15A

消費電力（発熱量） 3kW (2580kcal/h)

付属品 キャスター止め  4 個、設置確認書 1部、スノコ  1 個、           
取扱説明書 1部、クリアケース（取扱説明書収納用） 1個、
化粧ねじ（クリアケース取り付け用） 1個、
ステンレスカゴ（φ345×181㎜）2個、 
小型圧力容器明細書 １部
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